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研修会 

の 

様 子 

  選挙法改正により、18 歳の人々にも選挙権が

与えられた今、近い将来有権者になる小学校の

子どもたちが、投票行動に向かうこと、つまり社

会に関心をもつ子どもたちに育てることが、社

会科の大きな役割であるというお話から、講演

はスタートした。 

 

 事前に私たちの部会の研究主題や内容を連絡

させていただいたおかげで、鎌田先生は研究主

題に沿ったお話を、自らの実践や、執筆に携わっ

た教科書の具体的な事例を関連づけて、わかり

やすく説明してくださった。 

  社会科の重点として、大きく４点に分けて説

明されていた。 

①社会に関心をもたせるには 

②社会的事象を多面的にとらえ、公正に判断す

るとは 

③事実をもとに、意思決定できることの大切さ 

④社会に参画するとは 

 ①社会に関心を持たせるには 

最初は「人ごと」であることが、活動・追究し

ていくことで「自分ごと」になっていくことをね

らった学習問題を設定したい。 

②多面的にとらえ、公正に判断するとは 

 多面的というよりも、子どもたちの直接体験

により、より多角的（多様な立場に立って）に社

会的事象をとらえることを重視したい。 

 

③事実をもとに、意思決定できることの大切さ 

 自分が判断したくなる、判断しないわけには

いかない、より子どもたちに切実な学習問題が

設定されることが望ましい。 

④社会に参画するとは 

 学校は「小さな社会」とも言える。学級会など

で、子どもたちの学校生活に身近にある問題を

話し合うなどの活動も重視していく必要がある

のではないか。 

 


